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明
治
時
代
、
都
市
の
人
口
が
増
え
る
と
、

低
地
に
流
れ
ず
溜
ま
っ
た
汚
水
な
ど
が
原
因

で
、
伝
染
病
が
流
行
し
ま
し
た
。
そ
の
惨
状

を
救
っ
た
の
が
下
水
道
で
す
。

　
現
在
、
私
た
ち
が
洗
濯
や
ト
イ
レ
で
使
っ

た
「
汚
水
」
は
、
地
下
に
あ
る
下
水
道
管
を

流
れ
て
下
水
処
理
場
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
汚
水
に
含
ま
れ
る
大
き
な
ご
み
や

砂
を
ふ
る
い
に
か
け
、
残
っ
た
汚
れ
を
微
生

物
が
食
べ
て
成
長
。
大
き
く
な
っ
た
微
生
物

が
下
に
沈
む
こ
と
で
、
水
は
き
れ
い
に
な
り
、

川
や
海
に
流
し
ま
す
。
取
り
除
い
た
汚
れ
や

微
生
物
の
塊
は
「
汚お

泥で
い

」
と
言
い
、
埋
め
立

て
処
分
を
さ
れ
た
り
、
建
設
資
材
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

雨
水
を
流
し

浸
水
対
策
の
役
割
も

　
下
水
道
は
一
方
で
、
大
雨
か
ら
命
を
守
る

働
き
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
都
市
は
、
道
路
や
建
物
の
敷
地
が

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
で
覆
わ
れ
、「
雨
水
」

は
地
面
に
浸
透
し
ま
せ
ん
。
こ
の
雨
水
を
側

溝
か
ら
地
下
に
取
り
込
み
、
川
や
海
に
流
し

て
い
ま
す
。

　
特
に
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
発
生
し
た
際
は
、

雨
水
ポ
ン
プ
場
や
地
下
に
雨
水
を
一
時
的
に

溜
め
る
貯
留
施
設
で
、
浸
水
被
害
な
ど
を
防

い
で
い
ま
す
。

　
下
水
道
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
33
年
、
下

水
道
の
普
及
へ
の
理
念
を
定
め
た
下
水
道
法

が
日
本
で
初
め
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
心
人
物
が
長
岡
出
身
の
医
師
・
長
谷
川
泰

で
す
。
内
務
省
衛
生
局
長
（
現
在
の
厚
生
労

働
大
臣
）
だ
っ
た
泰
は
「
下
水
道
が
整
備
さ

れ
れ
ば
流
行
病
が
な
く
な
り
、
健
康
な
労
働

者
が
富
を
造
る
」「
下
水
道
を
掘
る
こ
と
は
、

町
の
中
の
金
山
を
掘
る
こ
と
と
同
じ
だ
」
と

力
説
。
下
水
道
の
普
及
に
ま
い
進
し
ま
し
た
。

　
長
岡
の
下
水
道
整
備
は
大
正
13
年
か
ら
始

ま
り
、
上
水
道
と
の
同
時
施
工
は
全
国
７
番

目
の
早
さ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
昭
和
20
年
の
長
岡
空
襲
に
も
耐

え
、
昭
和
51
年
に
は
市
内
で
初
め
て
下
水
処

理
場
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

←

普
及
率
は

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

　
現
在
の
長
岡
市
の
下
水
道
普
及
率
は
91

・
２
％
。
先
人
の
功
績
と
市
民
の
協
力
に

よ
り
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
り
ま
す
。

整
備
中
の
中

之
島
、
寺
泊

地
域
で
は
、

早
期
の
完
成

を
目
指
し
、

工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

全
国
初
、
１
、０
０
０
世
帯
分

の
バ
イ
オ
ガ
ス
を
民
間
業
者
に

売
却

　
平
成
11
年
、
汚
泥
か
ら
発
生
す
る
バ
イ
オ

ガ
ス
を
全
国
で
初
め
て
民
間
ガ
ス
会
社
に
供

給
し
た
の
は
長
岡
市
で
す
。
量
は
年
間
約
55

万
㎥
で
一
般
家
庭
１
、
０
０
０
世
帯
分
。
ガ

ス
の
不
純
物
を
除
去
（
精
製
）
す
る
先
端
技

術
は
同
年
、「
い
き
い
き
下
水
道
賞
建
設
大

臣
賞
」
を
受
賞
し
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

▲ガスを精製する①精製塔と②
ガスホルダ

○①
➡ ○②

➡

暮
ら
し
へ
の
影
響
を
大
幅
に

軽
減
し
た
管
の
更
新
技
術

　
長
岡
市
は
平
成
13
年
か
ら
、
全
国
に
先
駆

け
て
老
朽
化
し
た
管
の
新
た
な
更
新
方
法
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
当
時
の
最
新
技
術
で
あ

る
「
管
更
生
工
法
（
内
面
被
覆
工
法
）」
で

す
。
地
下
工
事
で
は
あ
っ
て
も
地
面
を
掘
る

必
要
が
な
い
た
め
、
交
通
へ
の
影
響
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

▲大正13年に建設し、「管更生工法」で更新した呉
服町の下水道管。内側を表面が滑らかな管で覆うこ
とで、水の流れる早さが増し、たくさんの水を流せ
るようになります

更新後

➡
更新前

中
越
大
震
災
の
経
験
を

東
北
の
た
め
に

　
ま
た
、
長
岡
市
は
平
成
23
年
の
東
日
本
大

震
災
の
と
き
、
福
島
県
相
馬
市
の
復
興
支
援

の
た
め
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
の
数
は

６
年
間
で
11
人
。
中
越
大
震
災
で
の
液
状
化

対
策
な
ど
の
経
験
を
活
か
し
、
下
水
道
管
約

13
㎞
を
復
旧
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
海
岸
部

の
地
盤
沈
下
に
よ
る
浸
水
対
策
と
し
て
、
雨

水
ポ
ン
プ
場
の
建
設
を
支
援
し
ま
し
た
。相馬市の細田ポンプ場

［特集］長岡 下水道

家庭で使った水をきれいに。
大雨から命を守る。

全国に先駆けた技術
復興の経験を東北へ
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川や海へ放流

汚水と雨水の行方を
示した図

長岡中央浄化センターを見学する中島小学校の
児童(６月６日)

▲大正13年、本町２丁目
（現在）の下水道整備工
事。機械はなく、人海戦
術で36㎞を４年間で整備
しました

◀長谷川　泰
たい

(1842 ～ 1912年)

表町の雨水貯留管整備に向けて巨大掘削機の搬入
（平成29年６月１日）

汚水 雨水

マンホール

下水道管（雨水）

下水道管（汚水）

下水処理場

中継
ポンプ場

「金山を掘ることと同じ」
普及を訴えた先人


